
PCA会計の試算表ファイル作成方法

※補助を使用した科目がある場合は合計残高試算表と補助科目残高一覧表の2ファイル作成します。

※ご利用のプログラムのバージョンにより操作方法が異なる場合があります。予めご了承ください。

※本マニュアル記載の製品・サービスの名称は、各社の商標または登録商標です。



1. ［日常帳票＞合計残高試算表］をクリックします。

PCA会計の試算表ファイルの作成方法



2. 「出力の種類：印刷等」を選択します。

3. 「仕訳区分」で「設定」ボタンを押し、「月初仕訳～決算仕訳３」を指定します。

4. 「表示形式：ツリー形式」を選び、「対象勘定を出力する」のﾁｪｯｸを外します。

5. 「印刷指示（F5）」ボタンを押します。

PCA会計の試算表ファイルの作成方法



7. 「出力先の選択：汎用データ」を選択します。

8. 「出力先パス」の▼をクリックして、試算表ファイルの出力先を指定します。

（デスクトップなど、分かり易い場所を指定してください。）

9. 部門管理データの場合、「部門：指定なし」を選択します。

10.「帳票の選択」で「貸借対照表」と「損益計算書」にチェックします。

11.「出力詳細設定」で「項目名を出力する」にチェックします。

12.「実行（F5）」をクリックします。

※補助科目を使用していない場合はここで処理完了です。
使用している場合は13.に進みます。

PCA会計の仕訳ファイルの作成方法



13.［日常帳票＞補助科目残高一覧表］をクリックします。

PCA会計の試算表ファイルの作成方法



14.「出力の種類：印刷等」を選択します。

15.「仕訳区分」で「設定」ボタンを押し、「月初仕訳～決算仕訳３」を指定します。

16.「印刷指示（F5）」ボタンを押します。
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17.「出力先の選択：汎用データ」を選択します。

18.「出力先パス」の▼をクリックして、補助科目残高一覧表ファイルの出力先を指

定します。（デスクトップなど、分かり易い場所を指定してください。）

19.部門管理データの場合、「部門：指定なし」を選択します。

20.「出力詳細設定」で「項目名を出力する」にチェックします。

21.「実行（F5）」をクリックします。

PCA会計の仕訳ファイルの作成方法



PCA会計の試算表ファイルの作成方法

以上でPCA会計の試算表ファイルの作成方法の説明を終了します。
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